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火
人
の
仲
間
入
ち
を
す
る
鉛
歳
。
友
と
そ
の
喜
び
を
分
か
ち
合
金

且
V
均
z
t
J
 
ブ
門
同
タ
ラ
ム

日
時
は
掃
1
月
万
円
口
比
前
日
時

初
白

金
場
市
民
セ
y
h
M
l大
ホ
ー
ル

内
容
成
人
記
念
作
文
む
入
選
者

発
表
と
吾
訳
書
、
作
文
の
朗
録
。
エ

ベ
レ
ス
ト
へ
の
道
と
聞
出
し
た
田
誠

弁
晶
子
さ
ん
(
女
智
で
世
界
初
心

エ
ベ
レ
ス
ト
笠
間
に
成
功
〉
の
記

念
講
一
割
。
フ
ォ
ー
ク
グ
ル
$
プ

{
と
ん
ぼ
」
な
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もも

年末は12月初日(士コまで平常収構。年始は1 5臼仁金〉
から、平常収集をき行5。

くみ取り
くみ取b伊業は、 12月31日て日〉から1月4日(7)<)まてイ本
みとなる。名家庭のくみ取Dの間i)l<は、 2日日むとに〈み耳t!J
作業金行っているが正月休みの間 02月31 白 ~1 月 4 日〉に、
初日百となる世帯のうち、 12月13日と14日にくみ取Eをした世
帯で、苦心力メの便そ5で小さくて閣に合わない家庭について
白み綴時くみ取D者受け付ける。それ以ニタトの世帯については受
討対けしないのでむ注意をむ

。受けMけ 12月16臼(:1二)~12月22日〈金〉まで、環掩帯主
謀〈吉宗口14番〉で受け付ける。
。持書するもの 印鑑、手投斜 16C円、しE置くみ取白確認カー
ド〈ピジク色コ

く〉罪悪い合わせ 環壇帯生課業君主主語 i様〈雲童話23-11l1内堀おお

十
二
月
は
、
一
年
白
う
ち
で
最
も
平
議
事
故
の
多
い
月
。
特
に
年
宋
は
、

E
ブ
イ
パ
ー
も
最
存
者
も
、
気

分
的
に
何
か
と
一
あ
わ
た

r
k
¥な
る
。
一
方
で
は
、
受
通
渋
滞
が
ひ
ん
ぽ
ん
に
起
き
高
よ
ろ
に
な
る
。
気
ぜ

わ
し
さ
と
イ
ラ
イ
ラ
が
高
じ
、
と
も
す
れ
ば
、
ス
ピ
ー
ド
白
出
L
遜
ぎ
、
無
理
な
追
い
越
し
な
ど
の
一
連
度
連

転
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。
な
か
で
も
、
と
の
時
期
に
ふ
え
石
田
が
、
飲
溜
濁
転
に
よ
あ
事
故
1

そ
ζ
で、

今
年
も
十
二
月
十
日
か
ら
一
月
十
自
ま
で
の
一
か
月
間
、
散
沼
運
転
埴
放
運
動
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
ぜ
ひ
、
む
…
協
力
を
。
な
お
、
道
路
交
議
会
が
改
正
さ
れ
、
禍
酔
い
運
転
は
一
度
で
取
り
消
し
と
、
般
し

〈
な
っ
て
い
る
。
空
逗
ん
1
ん
を
守
白
、
年
末
年
始
君
事
故
田
な
い
よ
ヨ
に
過
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
a

勺た。とこ
ろ
で
、
高
木
男
子
自
八
~

空
散
む
と
い
わ
れ
る
a

戦
日
韓
ん
国
渓
語
免
許
時
代
と
い
わ
れ
る
一
方

ぷ
一
吋
だ
溜
が
日
常
広
く
親
し
ま
れ
て
い
る

+
れ
+
i吋
つ
み
と
い
う
こ
と
は
、
車
を
長
転
ず
る
者
は

帥

制

だ

れ

も

が

、

薬

草

喜

気

帯

草

k

ち
交
転
巴
危
倹
性
を
宥
し
て
い
る
と
い
3
4也

町
一
一
だ
ろ
う
。

子
金
宿
酔
い
運
転
に
よ
る
死
亡
事
故
片
、

日

矧

ス

Y
T
N違
反
、
ゎ
員
連
転
に
次
ド

よ
安
で
多
ノ
¥
そ
の
死
ぷ
牛
た
る
や
、
平
均

札
珊
の
一
一
一
了
一
一
倍
と
い
う
一
高
率
。

迫
る
年
宋
年
始
ば
、
特
に
飲
沼
田
機
A

闘が

一
間
抗
告
く
な
る
。
そ
ζ
で
、
平
塚
副
護
軍
事
、

遊

び
濁
呼
飲
で

へ

ア
ル
コ
ー
ル
は
、
少
父
、
ら
い
飲
連
長
は
、
飲
酒
俊
一
ニ
十
分
で
鱗
γ
も
次
い
で
、
軽
く
だ
が
ハ

y
pル
白

ん
で
も
大
丈
夫
と
、
思
っ
て
い
る
人
悪
〈
な
D
、
以
棒
、
除
々
に
間
復
し
ふ
ら
つ
き
が
昆
ら
れ
た
:
ま
た
、
交

も
い
る
だ
ろ
r
フ
。
し
か
し
、
溶
は
議
た
も
自
由
、
二
時
間
た
っ
て
も
ま
だ
差
点
で
ほ
一
、
方
向
シ
グ
ナ
ル
を
出
し

性
を
マ
ヒ
さ
せ
て
、
判
断
力
者
に
お
弘
酒
鶴
田
正
常
な
状
揖
に
は
ニ
展
T
b
な
忘
れ
た
台
、
安
全
確
認
を
お
ζ

た

ら
せ
孟
と
こ
語
、
そ
の
捕
え
が
あ
か
っ
た
?
で
は
、
ど
白
ょ
っ
に
運
転
っ
た
宅
通
草
分
が
守
れ
な
か
っ

る

。

が

添

下

し

十

お

か

。

た

。

そ
れ
で
は
、
潜
在
散
む
と
ど
の
よ
ま
子
第
一
一
に
、
ブ
レ
ー
キ
の
踏
み
こ
の
よ
う
に
、
数
閣
は
、
反
応
を

う
に
な
る
の
か
、
日
本
大
学
復
学
部
方
が
遅
抗
、
第
一
一
に
ス
ピ
ー
ド
白
出
第
h
せ
、
注
磁
力
を
散
慢
に
す
る
。

ト

務

教

授

の

合

j
ほ
ろ
酔
以
潤
ぎ
が
呂
匁
ち
、
第
一
二
に
ア
ク
セ
「
ち
ょ
っ
と
一
都
ぐ
ら
い
」
の
気

塗
見
て
み
F

臨
ん
白
踏
み
し
方
が
狩
暴
に
な
る
な
ど
、
の
ゆ
る
み
が
、
最
も
市
険
、
絶
対
に

運
動
機
植
が
に
ぷ
く
な
っ
て
い
る
。
散
酒
濯
転
は
や
め
よ
フ
。

う

官

毎月第2第 3金程8J3時-16<時(受付$時半、
寝室誌でも可〉

く〉その地の相談鍔月教育相談、主お遣事故お謀、内職椙談在行

12月228 13時~]8時平壇駅北口交爵前

〈法律相談、交通事故相談、嬢致、市政一般相談など

複数会畿内総談室主管(33)滋33

心認のと相談@傍羽F守層El(第5を除013時-15時
母子相談 e平日、昔時-15時部分野常設
雫藍Ht!.軍相謀略平田、昔時-18時
高齢者職業担談・平日吉時3C分-16碍・土曜日 9時30分~招時
結婚相談毎議週Eヨ曜 81朝時~16時誠E望廿や，n:rlま稲談調始時鶴から

術祭綴談窓/市役所智(23)

一般主主摺摺説会 1月 98(火曜日〉・ 13時-16時 人数?こ車線がある
人糧法書開百談・ 1月10臼匂唖童日〉・ 13醍ト16時
行政苦晴相談.1月10臼王水曜日) .13時-16時
登記相談・ 1丹羽田て金曜日〉・ 13時-16時
宅地建物相談 .12月26日〈ヅ必窪田〉君1昔時-18時 A数に霞E裂がある
住宅相讃・ 12月訪日〈火酒臼〉・ 13時~16時
事活翻芳考案〈特許}摺談.1月 88(月曜日).]0持-15時
下請車引巡潤あっせん・ 12月21日正方3裂日〉 φ 問時鉛分~日時

定例年金相談・ 1flll臼仁木摺臼〉・ 9時3C分-1閉そ子
?持費生活相談・鉱i農水曜呂 .10.時-1官時
青少時相諦 9平日、倉時'-16時・常設〈青少年諜〉

.1r鴨_1F時突通安全協会 C市民セジ主}獲〉
老女常研ラ恋ヲ庁本宮毒症芸



建物の点検と室内の落下物対策

。土台、校、はDなどの補強や補修をしておく
。重いもりは、低い場所に産量〈

。家具ゃれ、本械などは墜に題定ずるなど伶Jれな
いような処置をして置〈

。照関器具は落下しないようにt!~T!) と取白付
けて鐙〈

担当選路補樺謀議話 23-1111 内練404

1
月
S
羽
市
役
所
で

新
吾
加
制
の
消
防
出
初
式
が
、

ー
バ
6
日
町
時
中
学
問
と
市
均
一
所

前
で
行
わ
れ
る
ζ
と
に
な
っ
た
。

み
な
さ
ん
も
を
行
見
学
を
。

マ
と
き

1
h円
6
日
白
前
9
時

門

v
会
場
第
)

A

訣
踊
花
岡
胸
中
学
校

第
一
一
会
場
平
堵
市
町
付
所
十
円
相
暗
的

マ
内
容
第
一
会
場
式
典
、
第

一
一
会
場
め
ま
と
い
泊
中
間
り
込
ぷ

と
ハ
、
ノ
コ
乗
り
、
的
街
頭
門
火
器

の
消
火
山
側
技
、

m
w
人
命
蛇
助
仇
技

mw
い
っ
せ
い
放
水
樹
控
等

競
走
に
は
い
っ
た
ば
か
り
の
一
司
展
千
英
市
の
団
地
で
火
渓
河
川
一
発
生
、
幼
児
三
人
が
地
内
遅
れ
で
死
ん
ど

と
い
う
痛
ま
し
い
事
故
が
起
き
た
。
特
に
年
の
痛
は
、
人
白
あ
わ
た
だ
し
さ
と
仲
窪
む
苧
レ
告
か
ら
、
と
か

ぞ
火
の
取
り
扱
い
が
不
注
意
に
な
り
が
ち
に
な
る
。
そ
ζ
で
消
防
本
部
官
、
は
、
銭
ヰ
む
こ
と
な
が
ら
十
二
月

ご
十
五
尽
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
関
、
歳
宋
公
災
特
別
議
戒
を
実
施
す
る
。
特
に
二
十
九
百
か
ら
の

百
一
日
間
は
、
午
後
汽
時
か
ら
午
前
零
時
ま
で
の
間
、
市
消
防
署
職
員
は
も
と
よ
。
、
話
再
肋
労
ぬ
の
方
ま
で

が
現
地
を
鶏
戚
(
一
億
部
隊
十
名
編
成
)
し
て
、
地
域
を
一
巡
回
し
火
誕
警
戒
に
あ
た
る
と
と
に
な
っ
て
い
る
。

無
事
に
新
し
い
年
金
辺
え
ら
れ
る
よ
吉
、
市
民
自
み
な
さ
ん
も
、
火
に
は
気
ゃ
う
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

臨

時

近

だ

は

、

火

災

に

よ

る

翠

君

事

ち

ゃ

ん

(

一

一

一

揖

て

煙
に
よ
る
も
A

り

と

い

わ

れ

る

。

(

問

問

調

〉

幼
児
一
一
…
人
が

て
市
の
酎
匙
塑
常
に
ひ
び
い
て
き
ま
と
も
い
え
ま
す
が
、
去
ろ
っ
と

7る

す
。
ま
た
鼠
そ
の
も
む
は
閣
際
情
勢
年
そ
送
D
、
新
し
い
年
在
四
ぞ
え
る
に

の
変
化
に
天
き
な
副
都
響
霊
安
け
る
白
明
去
っ
て
、
い
ま
あ
b
た
め
て
ζ

む

が
議
例
で
す
。
い
い
か
え
れ
ば
、
平
こ
と
を
か
み
し
め
て
い
ま
す
ο

崎
市
は
神
奈
川
県
の
一
都
市
と
い
う
「
市
長
か
ら
の
手
紙
」
が
議
員

ι

孤
立
し
た
存
廷
で
は
な
く
、
や
や
大
し
た
の
は
昭
和
五
十
一
年
一
万
か
ら

あ
と
半
月
ほ
ど
で
昭
和
五
十
一
一
一
昨
平
穏
の
う
ち
に
と
と
し
も
z
終
わ
り
そ
げ
さ
に
い
え
ば
、
関
際
情
勢
白
変
化
で
し
た
。
早
い
も
の
で
そ
れ
か
ら
一

議
論
湖
報
官
製

f

一
う
な
お
が
い
た
し
主
孔
の
影
蜜
モ
も
受
け
る
と
い
う
立
場
に
年
近
く
が
た
つ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ヂ
J

門
ぺ
符
汀
リ
と

A
面
「
市
長
か
ら

2
T紙
一
司
会

ご
ざ

J駅
事

最

る

霧

器

抑

う

か

ら

、

い

ま

で

の

分

笠

宮

本

P
J
f
M機
種

い

し

に

ま

と

め

て

附

し

た

い

と

の

お

申

し

J

と
ま
で
も
表
向
き
の
と
と
で
、
い
ワ
た
し
か
に
、
い
ま
の
と
こ
ろ
京
市
て
ば
と
思
い
京
新

ν↓よした
o
r
f
y
、

は
暮
れ
よ
ラ
と
し
で
い
ま
す
。
新
田
町
ど
む
よ
う
な
変
化
が
京
市
に
起
こ
つ
を
と
り
ま
〈
情
勢
に
は
ζ
れ
と
い
う
発
刊
と
聞
い
て
お
灼
ま
す
の
で
、
お

や
哩
刊
誌
な
ど
で
は
、
そ
占
毛
ろ
乙
て
く
る
か
は
予
断
を
許
し
7
せ
ん
G

変
化
も
な
く
、
い
わ
は
官
i

穏
YE白
も
読
み
白
う
え
と
批
判
い
た
古
け
れ
ば

と
し
の
十
大
ニ
ュ
ー
ス
と
い
っ
た
も
平
塚
市
が
い
く
ら
円
前
摂
市
片
つ
の
官
ず
が
、
市
長
と
し
て
は
苫
ん
な
事
甚
で
す
。

の
が
出
は
じ
め
ま
し
F
V

た
刻
一
一
一
巾
だ
か
ら
と
い
っ
て
も
、
司
く
変
化
に
で
も
対
応
で
き
る
だ
け
の
端
末
筆
な
が
ら
市
民
の
皆
さ
ん
よ
い

し
か
し
、
京
市
の
場
合
は
十
大
ニ
地
か
ら
の
影
事
げ
が
杭
無
と
い
フ
灯
け
舗
と
党
活
だ
け
は
常
に
し
て
お
か
な
年
を
お
川
崎
え
に
な
り
ま
す
よ
う
に
G

2
1ス
と
も
い
う
べ
吉
特
異
な
で
き
に
は
ま
い
り
長
せ
ん
も
向
日
返
り
長
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
患
い
ま
す
。
当

t
g
L
F
j
t

と
と
も
な
え
ど
走
ら
か
と
い
え
ば
気
の
動
向
は
、
し
は
ら
と
聞
を
お
い
た
D
前
と
い
え
ば
T

当
た
り
前
の
こ
と
一

'Ie
ヲ
イ

1>34く



今
年
は
、
品
川
中
一
学
校
に
P
T
Aが
誕
生
し
て
か
由

一
一
一
寸
想
起
居
。

ζ
れ
を
氾
ム
諒
し
て
、
日
本
P
T
A
V全

国
協
議
会
主
は
、
会
員
表
彰
と
し
て
、
平
塚
市
立
八

幡
小
学
校
P
T
A
(京
市
畳
一
次
郎
虫
長
)
と
涜
話
相
岡
市
の

沼
楠
小
学
校
に
表
彰
す
る
こ
と
争
期
間
め
、
十
一
日
月
六

日
東
京
都
文
一
日
川
氏
に
あ
る
熔
山
荘
玄
表
彰
し
た
。

去
た
、
県
教
丹
長
一
員
一
品
目
は
、
教
宵
番
員
会
表
彰
と

し
て
十
一
月
二
十
七
日
県
庁
大
会
議
一
千
三
お
い
て
、

平
塚
市
忠

ru眠
中
学
校
P
T
A
(最
高
栄
駕
会
長
〉

ぞ
表
彰
し
た
σ

門
表
彰
一
議
出
d

@

八
幡
小
学
校
P
γ
Aは
、
昭
和
間
同

十
六
年
の
開
校
以
来
、
地
域
の
客
種
目
凶
片
山

ι品
助
力
し

て
、
学
授
の
環
境
欝
倫
の
元
実
玄
関
hu、
な
か
で
も

料
化
霊
に
蒋
β
し
も
に
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
白
。

A
と
の
写
真
V

'
士
沢
中
学
校
A
V
Y
Aは
、
出
入
、
厚
生
、
校
外
補

斑
等
の
各
〔
全
開
ム
同
市
U

柄
艇
の
r地
域
自
将
人
、
稽
川
叫
日
出

俸
を
中
心
に
郁
ぽ
ぐ
幸
市
の
竣
副
長
~
「
仇
ど
に
務
力
し

た
も
む
が
認
め
h

り
れ
た
も
の
一
。

も%
ー
フ之も家主突の一員で、ず。愛情と

笈径をもって飼いましょう

波乱、三監のみなさんへ3
i、丈先な織または〈さ自で、llIl定したもの
にしっかむつなぐ。

放し飼いはf出入に大変必惑、また危険

犬{こはしつけが必要

しつはがないと、犬に規律がな〈なD傍
人にも議惑をかはる@

3、運動は十分させる
運動不足になる占、犬もノイロ~ぜにな

白おちつきがなぐなる、十分な運動者。

毛、狂犬コ予防法討は必ず受ける

平壇{柔構完売C32-(130) 市構主主繰→

県
選
平
坂
海
岸
a

伊
勢
鼠
轄
工
事
の
送
路
F
定
地
と
し
て
員
以
し
た
と
ζ

ろ

の

。

々

に

答

品

、

そ

の

数

、

出

品

在

で

は

の

ん

め
一
t

市
民
上
重
密
の
義
婚
調
査
で
ぶ
文
化
財
容
謀
議
か
ら
白
一
要
請
に
量
約
七
言
、
福
十
一
一
…
討
を
八
M
臨
む
箱
主
七
十
箱
に
皇
し
て
い
る
れ
ま

急
ピ
ッ
チ
で
議
ん
で
い
る
。
よ
り
一
、
渡
跡
発
掘
担
調
査
団
幅
広
綿
密
一
閃
し
て
ま
な
L
割
っ
て
、
南
か
、
b
北
に
向
か
っ
た
τ
結
ぶ
屈
め
た
詞
持
刊
の
送
路
遺
構

と
の
「
中
鼠
上
宿
遜
廓
」
は
、
県
が
八
月
中
ん
か
ら
調
査
指
t
d
り
な
っ
て
い
る
も
て
一
区
ず
つ
丹
念
に
発
一
議
が
進
一
め
ら
れ
や
密
閉
良
時
代
の
住
居
跡
、
江
戸
時
代
の

て

い

る

。

お

議

な

NY
品
目
見
つ
か
っ
て
い
る
。

過
去
三
か
月
の
発
期
支
は
、
平
安
持
第
四
区
に
な
っ
て
か
ら
伐
、
沖
積
悦

代
の
住
民
跡
主
出
士
、
ど
浸
物
装
地
内
室
主
で
は
診
し
い
獄
牛
一
時
代
の

住
居
跡
も
発
克
、
今
後
の
盗
掘
に
六
き

な
期
特
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

発
掘
さ
れ
た
主
な
返
物
と
し
て
は
、

平
安
時
代
の
皮
軸
(
か
い
ゆ
フ
)
陶
器

土
箭
器
(
は
じ
き
)
、
土
議
〈
ど
す

い
)
片
、
古
銭
な
ど
。
珍
し
い
も
の
と

し
て
は
、
平
安
時
代
の
住
居
跡
か
ら
、

直
径
十
一
一
。
五
司
、
高
吉
一
で
筑
間
γ

の

完
形
土
器
に
港
モ
グ
井
H

と
字
が
書
い

て
あ
る
黒
書
士
器
の
葬
品
。
ま
た
、
と

れ
と
向
じ
字
で
、
鉄
製
の
買
鷺
な
品
川
河

島
発
掘
さ
抗
、
住
居
主
の
所
士

な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

司〔金(月〉
*出発 1月19臼仁金〉午後9持市立見t夜ミイふ青島
e痛麓 1月22日仁丹〉午後宮時

会主義 主主主重言語潔潟叉ヶ原スキ…主義
⑫会費 16.500F弓
φ事業人員加入仁定誌になTlしだい鮒め切る〉
⑫替加資格 市内在住、在盟、在学者でお歳以い上二の

怨譲7;)0男女

⑫申し込み f3TA.の用紙に必要事項記入のうえ
子納金6.500円を添えて間てま諌へ。
または、市内スポ-Yi6CiJ'ながわ、
にし吉、平器、そ、ジョイコヘ申し

込む。
なお、受け付けは12月18日から開始。

問い合わせ 箆約台体育館内体膏輯31-.3057



あ
と
半
月
で
一
九
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AML『
と
も
お
到
。
パ
ラ
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マ
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一
比
月
用
の
パ

れ
。
ジ
ン
グ
ん
べ
ん
が
流
れ
る
師
止
百
ラ
白
出
荷
は
い
ま
が
鰻
盛
期
。
摂
民
叩
判
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は
宮
下
、
歳
未
式
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P
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で
大
に
度
、
高
沼
産
の
ハ
ク
ス
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唱
す
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の
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の

ぜ

あ

い
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だ
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F
刀
は
高
揮
を
視
庁
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と
あ
っ
て
、

今
回
は
仁
レ
さ
佑
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白
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瀬
に
懸
何
年
乙
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の
パ
ラ
瀦
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行
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市
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ひ
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っ
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し
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日
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パ
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つ
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も
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。
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殴
之
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さ
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同
術
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屈
指
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あ
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が
、
長

切
れ
な
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縁
つ
づ
き
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今
回
、
取
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に
魔
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毛
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も
も
っ
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ち
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訪
れ
た
だ
る
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や
さ
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も
戒
の
市
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良
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髄
芳
な
パ
一
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の
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と
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新
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繋
戦
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結
起
も
の
の
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ゐ
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晶
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改
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選
い
っ
ぱ
い
ま
で
は
閣
待
は
お
正
バ
武
百
的
だ
。
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わ
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右
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る
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苧
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た
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が
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と
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れ
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た
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で
i

っ
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売
り
苧
と
寅
い
苧
の
威
勢
の
よ
い
と
れ
ら
の
品
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が
、
章
一
議
る
お
洋
書
の
魚
市
場
の
す
は
霊
が

か
け
声
は
年
目
瀬
な
ら
で
は
の
鼠
情
だ
限
月
は
も
ζ2セ
と
ま
で
き
て
い
る
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。コース
第 1 市役所今消防署神日出張所 8.8肱
搭 2ば 計三防護押聞社民民所 主主fJl本郷江2加
諮 3民 主豊田本郷 。刊。 ー真出入口帥
第 4区真沼入口………日何日中氏橋 6.

8 吋輔縫 第 5B:中沢橋・ー……山城中学校 5.2km

令市内-}j奇襲夜祭ま完走大会 場多方向3話芸露関駅まま競走大会
とさき 1月 7B C8)補予吃決行習時出発 とき 1月日臼〈沼〉爾天決行事時出発
。響力3護格 3か月前よ白居住し、住民営録
のある潟校~tL-)J.上の刀 心事力日資格大会当日市内事業討究・事務ヲf

く〉競技方法チ}ム編成は、各地区体育振興 に10月 1日から弓i続き勤務する入。

会単位とし、何チ}ムでもよい。 く〉競技方記長 主事翠弱肉ナ}ムでもよい

E主督l、i塁手5、補欠れ計昌人 監督れ選手 5、補欠2、計8人

⑧記事み いずれも関〈会)どでに体育謬 (τ へ

設でもむに%~f百できる。郡信はz ミス

ウット、 J号]/-、パ?とミントジ、丸

パドミントシ、点殺の三ラケyト、よノャトノ九

ポ〕ノレは各自子うする。

く丹?喜怒〈月〉午後 i 時~8持
く>月語翻(月〉 。
く>良市〉 タ

つなうによlJ12月は第3月閥自です，

'%なお、 i盟動ゃっ〈上ばき〉と滋動のな
意る月程装 v三番加するとと。



川l!ll日文 字?

開瑚 新 EB次郎
邸宅 丹羽文雄

死のの前で n:沢光前良
也苓却J記憶 内地丈子

毛風[JC己 福永武彦

天白梯子 三浦綾子

妖街3己 河野多穂子

:草事 瀬戸内晴美

離婚 1!3J1関大
欝りあるJ空席上す 黒岩重吉

自選主主主事第 三浦哲郎

真田太平認八 弘樹lE太部

ぽ〈が猫語ぞ話せるわけ 庄司讃

ヒボクラテスow恋処方議 4、峰元
大海神 間r村そう二

小動物抄 埠野心平

均玄武白根 容表拝f立

川111111/ンブィウション川'"川

新聞の秘慢 出利時人

仕事の古学 擦問定良

五時手相教ミ 五味康祐

アロトロワ半跨1と 平野成J記雄

京思議じOi勾ニソボン杭拘 ボネ

ブゴゾょとしてむアジプ 竹内女f
世柱む誇談 m 竹村徒一

権力そさったf父 高野I塁
走売と子の距離を~える 1週f_J恵子
催眠古川J府 多間繍

ゴヒ京より愛をこめて 落合伝法

消問者は弱高 春日宛

モダン，ジ今ズ入門 :/iif::!_tf'i三
道議・唱歌の位界 注目一春法

主iの精神史 中日ci迭

I 1I1I i!1I家庭生活川Illll
主主tlBiあそび 行対正予

松ときトラジプ入門 渡市E小蜜
ベーパ凶クラフト ノJ呼主恵子

大理主E霊会
。12月17日 ヨコ 10時2と14院予
[チヤジブ')ンの黄金笠時feJ 1時間12分
。1J'l21白〈日) 1む時と13日子30;r}

r[~_l t;、苔 2R寺FJ1305長

女こども理主商会

012月24日 (B) 10碍と14時
「ちびっ子レミと名犬カピJ
カラー アニメ}ショ>' 1時「主主121分
。1汚昨日〈臼コ 10時と14時
fきょうだいj カラー児蛍f部 40ラま

会レコード。コンサート

012月23臼(::1::) 14時
@演奏家によるベートーペンの関さくらべ

ピアノ .yナ主第29設から
弦楽四重罪曲12番

eベ」ト」ベン交響曲第百番第4誕章

ジュ1J-ニ指撞 口ジドン交替F議照

会こどもレコード・コンサー

。12.月初日て水コ 14時
「ク')スマスのうたJ

fみんなで楽しくうたいましょうj
平体韓関

毎週月曜日ー毎月月末ー祝日・年来年始

D2月28日仁木)~1 月 4 FJ (7{¥:) ] 
会図警轄午254平塚市浅間四Tl2-41

電話 (31) 0415 

党体験学習シザーズNa29
一掬器吾作ろうー

土をζね、器に停白あげるごと程を悼験し、

隣器にてコいて考えてみよう。

・申し込み 12月25日まで往復はがきで申し
込みを。定員20入、多い埠合は摘せん。
・とき 1月 9B (火)~13臼(::1:ニ〉午前古
時~午後4時まで。

党還をJ!~会「名の2重要言、 5霊感をJ!
ょう」

オ')オンI'!'む~!42や、おうし庖のすばる

仁コなど、干の星翌のなかに援護、 J吉田

をたずねる。

・と占 1 Jj18日仁木〉午後5時~午後7時
。申し込み lR8日までに往復はがきで、
多いときは摘せんで30人。
金小学主主以下l之、父兄同伴で申し込みを。

女翁然毅察会 ig詰府主撃の裳i1lをたず
ねてJ
aとき 1月14臼 ι日〉午前9時~午後3時
・申し込み 1月 5日までに主主復はがきでa
定境30人。多い場合は描せん。
望者博物愛官 干254投開町12-41鏡話 33-5111

女さようなら患者、ンスのタベ

ーキJJIl，¥者勲¥ill/-':"

}人で悩まず主主しく踊ってあなたも仲間を

つくろう f

'とき 12月221ヨ〈金コ午佼6時30分から8
時30ラままで。
@内容 ジノレパ、マンボ、ノレジノ号、ブノレ」ス

等。指導者草社交ダジスクラブ、経否?
日夕ノレ。

φ対象b立、勤労青少年別人を)(J型。

ヲ封切年 Jヲから3月までの催し物
まな 1月.B::z久性史¢探求、体力づくりのオy

エジテ-')ング

会2yヲー働〈若者〆 氷上のつどい、特技舟

導者研憾(16mll映写ほ鰐を中心に〉

*3月・教義講座~育fjと文化~、趣味白カ
メラ入門

安ボランディアどユーローから

《キヤジドノレサービスに集まろうfさような
ら178みんなともだち/))
ピユ}ローでは、 12月17日 C日〉午控2時
から4時まで、青少時会館二階集会答でキャ
ンドルサー1ピスを行う。対象は、 IJゾ学校4年
生以上で、父兄の方もどうぞ。定員40入。ピ
ユ}ロー白青与弓秀女が指導にあたる。

ヲ金休会官弓 毎週月曜呂、 12月21 日 ~IÃ 日
事催しものの申し込みは、軍おまたは匡主主査来

館のうえ、お気軽にどうぞ。

恥青少年会館電話32-7029



月 5B 53年草月1臼-10自主邑
月1213 53年 9月11日-2013控室
1月1913 53年 9月2113-30臼壁

縁見検診3
1月11日 夜開11月 113-10日主主
1月18日 5合年11月11包-20臼主主
lJl258 50時月21日-3吉田主主1Jヲ18臼 土屋公民館

1月中に溺1歳になるお子吉んを
対象に乳幼児歯和喜教室を開きます@

日時 1月12臼 12時30分から
場所平塚時健所

なお、母子健康手艇と輩記用具合

む持番ください。

604戸3
229円
541円
151円
221F弓

145fll 

162円
187F弓

お援はできるだけ軽〈、しかも自

然な潜在識に丈夫な子肢を生みたれ

とい5乙とは、 tすべての妊婦さんの
量買いだけでなく、主人やむ多ぜ疾白方

々の鮪いでもある。安涯をごするため

に必要な知識と不安心ない心白準備

をして実際に役に立つ方渋を学び、

悼の準備をして出主主白日を待とうe

o対象者妊娠8tn月以上の方
o必要なもの母子健康苧棋とスヨ
ツクス
oところ市役所男子体聾室
oとき 12月四日、 1fl22臼

13，苛30分~16時

。申し込み市時短橋主謀へ

初めて妊娠された方音対象に母務

教室を潟きます。なるべく妊娠711'
月までにお受け〈ださい。時聞は13
時部分ーから16時まで、母子鑓康手帳
と筆記用具をお持ちください。

公平塚市役所・毎晃主主綴
日程 1月8日、 16司、 22白、 29呂
場所市役所B金融主主
申し込み篭誌かハガキで ~ 

浅間関r9-1市保健楠生課
電話 23-1111内締259・260

町一一円保健所だよザー~一、
重喜平器保樺所〈篭話32-0130)
母子鍵最争展をお持ちください。

12月羽田神田公民館
~ 21日 伝務E寺公豆強富
ヂ 22日吉沢公民館
~ 26日 大野公民館
1月 9，1 須賀公民館
グ 118 金問公民館
ク 12ぽ市会議室
ヂ 168 雲富士見公民主震活

h 

呂呂顎ちゃん
会 横内2占60 中野商会にお
勤め白野呂ー努さん (31揖〉と悦
子さん (27歳〉白次男。混在7か

月で部室宣 9.5キロミ吉、身長71宮、 53
年 4月12日竺まれ。
おふろが大好きで、おじいちゃ

ん〈亀高〉と一世蓄に入る。滋ひに

行くときはおばあちゃん仁イセ〉

と、近fヰへお茶を散みに行く α そ
れにケYブJ相手話D長男議久ちゐん

(5綾 )iJ'いるので、遊ぶのには

不自由しない。

<)予詩書接種!こ必要事なもの

①母子鍵療手懐く転入した人はi呂住
所で使っていた母子健濠苧槙〉

a慰霊参寮〈己の累は必ず家で記入し
て樟置を測定してきてください。J
く〉予罪事接援を霊をけられない人
①予訪接種金受けて 1週間たってい
ない人。②はしカ入 BCG、議痘、小
9dマヒ主主ロタは、モれぞれ 11J'月四
関煽をおかないと受けられません。

②その他、有家弱者、げいれん性器

覇、，[';"蹄必管系、腎踏または肝臓に疾

患があ!l~舗にとめられている入。

満 1緩までの赤ちゃんを対象。栄
謀、生稲指導、体重言暫定等の宵l¥lに

演するいろいろな問題をお母さんと

ー諸に考える。時間目立9時3ωき-10
時30分母干t建蟻手践を持事。

怒月実描しています。受けや:3い

会場でお受け〈ださい。

量器対象. [揖1期]-31B:受ける。
丘三俊2歳から4歳までの幼lIl.
互援穐間隔は2@l3聞とも 3;直習
から呂遊間〉

E揮2期]-1回受ける。
努~1 期白 3 [i:i![lが終わって 1年か

あ1年半までの期間に受ける

〈生後4暗までに第2演を完了す
るととが唱ましい。コ

豊富時間・ 13時3白う---15時まで。ただ
し回目]白金よ14時~15時まで。

U2月3
198 長信義片足館油公民館
出中央農協土沢支所

208 大聖子必ap宮 横内臼主主堅治場
x豊昭L、児童!!

21日須賀公民館京松原公民館
x金出公Rlc宣出

は、け
し
ま
す
。
ど
す
っ
ぞ
、
み
な
さ
ん
弱
る
い
お
正
月

が
謬
ん
ら
れ
る
よ
う
む
協
力
を
。

み
な
さ
ん
の
お
宅
に
地
域
の
役
員
白
方
が
訪
諮
問

さ
れ
る
白
で
と
協
力
お
願
い
し
ま
す
匂



金
沼
地
震
の
長
瀬
は

審
議
の
端
に
あ
D
、

学
校
へ
行
〈
自
に
速
く
て
大
変
限
h
u

ま
す
。開
問
か
行
事
が
あ
っ
て
も
、
提
捗
だ

と
つ
い
お
っ
く
う
に
な
b
、
出
足
が

に
ぷ
D
ま
す
。
乙
れ
は
絶
対
に
変
更

で
き
な
い
も
り
で
し
ょ
う
か
、
隣
D

の
中
間
同
へ
行
〈
方
が
近
い
の
で
す
が

1
0
応
A
長
持
小
川
員
V
T
さ
ん
V

閉
山
議
先
弛
の
増
加
に

J
c
o
子
ど
も
金
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ク
ト

ガ
j
ル
ス
カ
ウ
ト
、

J
R
C、
健
同
lw

や
年
目
、
髄
坪
少
庁
間
、
ス
ポ
E
Y

少
年
間
長
た
、
そ
の
活
動
を
し
よ
フ

と
す
る
も
の
ぞ
対
象
に
、
日
!
ダ
ー

の
心
得
や
ゲ
l
ム
・

y
yグ
横
オ

y

ヱン一
7
1
1ン
グ
な
ど
を
研
穫
す

る
接
加
方
法
は
、
電
語
で
虐
援
湘
南

背
少
年
の
家
へ
申
し
込
む
包
な
お
、

定
員
(
ぬ
人
)
に
な
り
し
た
い
締
め

切
ゐ
白
官
ず
ぐ
申
し
、
込
ム
り
を
。

・
湘
肖
青
少
年
の
議
(
電
話

o
g六

一一戸
1
6
1

六
l
O六
七
六
〉
奉
加
声
明
…
料

一
余
間
隔
を
議
意
銀
行
に
…

一
か
月
に
一
時
間
、
}
遣
問
に
一

時
間
、
あ
な
た
り
余
暇
を
い
た
だ
け

ま
せ
ん
か
。
そ
ん
な

p
uの
時
閣
で

と
、
用
品
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

モ
6
よ
吉
な
京
阪
が
高
ま
れ
な
い
人

だ
ち
に
霊
安
与
え
ず
ぞ
れ
る
e

あ
な
た
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
(
奉

仕
〉
に
つ
い
て
の
一
に
旧
点
を
お
待
ち

し
て
い
ゐ
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ケ
相
談
汀
求
、
L
L
M
雌
日
午
崎
山
山
町

か
ら
勺
;
後
3
問。

マ
場
所
福
祉
会
総
C
相
談
u
t
(
提

訴
お
一
一
一
ニ
一
二
一
一
一
〉

な
お
、
包
認
で
ゆ
相
談
も
ど
ヲ
長

。
平
塚
市
醤
茂
銀
符
(
電
子
相
官
山
i
一

一一…七七〉

…
交
通
事
放
の
祷
談
ば
一

交
通
事
故
白
色
相
談
は
定
義
一
感
な

ぐ
ど
吉
ぞ
。
平
日
は
午
前
九
時
半
か

ら
午
按
四
時
平
ま
で
〈
土
曜
日
正
午

ま
で
V

専
門
の
相
誕
員
が
調
身
に
な

っ
て
む
相
談
に
応
U
る。

ま
た
、
自
動
車
任
意
保
険
由
一
部

が
改
正
と
な
っ
て
い
る
。
詳
し
い
に

b
rほ
、
い
ず
れ
も
巳
本
損
害
侯
続
協

を
設
配
置
す
る
場
合
、
商
逗
と
な
る
の

が
学
区
E
F
Kつ
に
定
め
る
か
と
い
、
η
コJ 

ζ
と
で
あ
h

りEりLυ主y平三γ占占

あ
た
つ
て
は
、
市
議
会
議
員
、
学
校

P
T
A
の
各
代
喪
者
な
ら
び
に
宇
和
制

経
験
者
等
か
、
b
な
る
学
庭
再
踊
成
番

員
会
主
組
組
し
、
関
掃
住
民
の
方
々
と
い
う
も
の
で
は
あ
D
ま
せ
ん
。
地
に
つ
い
て
も
記
威
し
て
い
き
歪
す
が

の
F
意

見

を

も

十

分

ろ

か

が

い

、

さ

墳

の

発

患

の

状

視

に

よ

っ

て

全

市

的

た

だ

近

い

h
r
bと
い
う
嫡
々
の
期
自

b
に

学

問

塩

山

模

を

混

騨

し

て

決

定

し

に

学

区

の

見

な

お

し

を

す

る

場

A

合
も
に
よ
っ
て
、
通
学
区
域
を
変
更
す
る

で
詰
り
ま
す
。
し
か
し
、
ど
こ
か
で
い
と
い
う
例
は
各
地
区
に
も
お
き
で
で
き
ま
す
。
す
で
に
、
昭
和
四
十
一
一
一

ζ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
む
理
解
い

綿
を
引
か
な
げ
れ
ば
な
D
ま
せ
ん
白
お

P
ま
す
。
臣
、
四
十
九
年
、
五
士
一
一
年
と
三
回
た
だ
き
た
い
と
患
い
ま
す
。

で
、
お
た
ず
ね
白
ょ
っ
に
お
住
ま
い
し
か
し
な
が
b
、
…
た
ん
決
定
し
に
わ
た
っ
て
学
ほ
の
見
な
お
し
を
し

A
教
箪
護
員
会
一
斡
務
課
V

に
よ
っ
て
は
、
他
の
学
校
の
ガ
が
近
た
単
区
は
、
絶
対
に
変
更
で
吉
な
い
で
き
ま
し

ι~今後
も
通
学
距
離

?

」

仕
ド
ポ
}
よ
な
u
q
f
リ
、
務
局
の
弓
I
心

掛
占
、
ど
一
月
二
」
八
け
j
p

ホ
で
取
り

持
つ
こ
と
に
な
っ
て
い
心
が
、
町
市

に
な
る
と
説
記
件
数
が
急
激
に
田
市
加

し
、
相
当
の
混
雑
が
予
知
掛
さ
抗
る
の

で
、
登
記
の
申
請
や
刊
誌
記
簿
D
4脚本

抄
京
、
印
銀
証
羽
山
市
ザ
の
議
求
は
、
な

る
べ

i
Fめ
に
。

信
長
官
自
主
管
に
よ
り
今
年
も
十

二
月
三
十
一
日
扇
設
で
、
工
業
一
統
d

調
交
が
実
施
さ
れ
る
。

と
白
謁
査
は
、
大
疋
九
単
か
ら
毎

年
静
統
レ
℃
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で

製
造
業
安
定
義
援
窪
害

状
況
を
雨
明
ら
か
じ
す
る
こ
と
一
を
図
的

と
し
て
お
り
、
全
て
の
製
議
奈
対

東
と
な
る
。

な
お
、
今
年
は
、
神
奈
川
県
輸
出

生
産
翁
計
調
廷
が
あ
わ
せ
て
提
施
さ

れ
る
。

ζ

白
調
査
は
、
輸
出
向
投
製

品
白
出
荷
状
況
を
は
療
し
、
朝
担
島
振

興
施
猿
白
革
礎
資
制
掛
か
得
る
ζ

と
を

自
問
と
し
て
行
わ
れ
る
も
白
で
、
轍

出
向
U
喪
品
笠
婦
問
遣
ま
た
は
加
℃
し

て
い
る
告
で
の
事
業
午
前
が
対
象
と
な

る。
十
二
月
来
か
b
一
月
に
か
け
て
委

嘱
を

5
辺
諸
蓄
が
お
じ
ゃ
ま
す

る
の
で
、
よ
争

ν¥む
協
力
お
願
い

し
ま
ナ
。

四
月
の
地
ア
」
選
挙
も
、
も
う
す
ぐ

と
な
っ
た
。
県
選
挙
管
碍
要
時
金
で

は
、
新
有
権
者
ぞ
対
象
に
閣
制
規
文
の

重
を
し
て
い
る
。
中
議
さ
れ
み
方

は
ぜ
び
む
応
募
b
t
q

門
士
吉
田
〕
成
人
を
週
一
Z

え
た
方
、
ま

た
は
迎
え
ら
れ
る
方
の
新
有
権
者
と

し
て
の
感
想
、
ま
た
選
挙
を
一
経
秘
し

た
乙
と
な
ど
に
よ
る
捕
方
自
治
や
罰

政
へ
由
参
加
に
つ
い
て
感
じ
た
乙
と

マ
字
数
二
千
字
以
内
(
向
日
活
字
詰

原
稿
用
紙
五
枚
以
内
)

ヤ
応
募
資
格
①
昭
和
白
母
1
月
1

臼
か
ら
剖
牛
刀
月
幻
自
ま
で
に
生
法

平場新宿の歳の前〈八幡神社構内〉

クラク口、 h瞬、オりヅ午、ダノレ

マ、ロオケ (;j"lIわなどが出まレ

た。そして、 ιこで品物をそろえ
てから門松を¥'f_てたり、三女レカiT

yゃ-:)z:カiTlJ どむおかきD金
持ってP守口や神慢などに付けた品
いわれてますが、今日立、足f携を

はおかざbを作る君主も少なくなD

多〈が市でそろえたlJしているよ

うです。市で売っている品物は、

他の市でもだいたいに司Lうですが、

金百付近の家々では、 12月26臼の

策野のミジ力イチ「高日市〉に待

〈とともあったとu功、ます。また

明神I台というのは、須賀心三談話神

社の境内十二以つ綾の而むことです

平左まの歳の市己主、品物全出す

人はほとんどそれを専門のよヨに

している八百ナが、各地の揖の市f

の輯輯をみると、クレイナ〈喜市〉

とかセッキイチ(節苧市〉なとと

もいわれ、付近の捜授が換金でき

る作吻忽をもって売Dに出した白も

しています。埼玉県越谷市の替dコ
Tちは、エンジンやゴポフなどが多

〈出ることからゴボウ市とも呼ば

れています。

戸支おたずねは捕物鰭へ(33-1)110

明

の

~~日~、 17~ー{

私たちの暮らしの出には

苦から伝わ払続けられて

いる行事やしきたDなどが
た〈苫んあbます。こうい
うものに居老向げ生活の歴

史を考えてみましょう。

デパ}下や西宮では殺京大oδl告

しが始ま担、町の喜吉原には、そろ

そろ工E月白おかきDを売る露目が

主主ぴ始める時期になってきました。

これから半月は、年内のij:唱を片

付けるとともに、新しい年を迎え

る準備に追われ、それぞれの家廷

では最もあわただしい時でもあfつ

まず。工E.fj準腐としては、これか

らススハキ、餅てコ君、おかざlJfF

D、松迎え、正月用品の取Dそろ

え、宜時ミト王室の準備などがひかえて

いるわけです。

歳の市〈いち〉という似立正月

に使う品々をそろえるために立つ

市でftJ久市内では向か所かで好

われています。 12月20日が中東御

殿の市、 23日 iY>~誼貿巴明神市、 25

日が新守宮の市、 27日が豊配本袋位。

市、 29日が南金呂田市と続いて立

ちます。 ζれら白中にはすでに行

われていないのもあ!Ji>oすが、新

宿の市は今でも主宰んで、ん播神社

心境内で行われています E写真コ

新?昔のrちは、かつては大門通り

に立ったもので、大正時内から八

揺神社む境問に出るようになりま

した。市にはダイダィ、ユズl}.l'.....

一
弘
臼
身
も
、
つ
と
め
て
オ
ー
バ
ー

か
に
ほ
め
る
よ
う
に
し
た
ら
、

Y
子

家
造
引
の
万
か
ら
も
、
よ
〈
耗
レ
か
け
て

ゆ

お

ぞ

る

よ

足

音

色

た

。

私

自

の

一

心

身

、

γ子
へ
の
接
し
方
に
自
活
か

ん
靭
も
て
『
長
期
聞
か
主
と
し
て
も

大
』
研
何
と
か
な
る
』
と
い
う
怒
誌
が
も

母

軒

。

1
5ち
そ
れ
に
つ
れ
、
V
Aヂ

i

お
一
の
気
に
な
る
行
動
に
も
、
ゆ
と
D

i

L

F

を
も
っ
ず
克
る
と
と
が
で
き
『
性

約
一
一
か
月
前
に
甲
ん
込
ぷ
の
あ
格
の
一
つ
だ
』
〈
ら
わ
に
思
え
る

っ
た
主
り
ゃ
ん
む
お
母
さ
ん
か
、
よ
う
に
な
り
d

ま
し
た

J

Y
ち
ゃ
ん
と
賊
常
通
れ
て
鴇
所
吉

Y
ち
ゃ
ん
と
悼
公
品
、
一
歳
七
か

れ
ま
し
4
~
。
鑓
話
で
は
「
Y
子
は
月
違
い
。
お
誕
生
前
か
ら
、
お
低

限
掩
に
な
一
ウ
の
に
、
と
と
ば
が
少
さ
ん
は
身
噴
で
し
か
っ
丈
ば
か

な
く
、
た
ど
た
ど
じ
い
。
主
体
位
白
。
ま
た
、
銃
が
午
一
ま
れ
て
か

が
な
く
、
人
ま
ね
ば
か
り
じ
て
い
ら
も
、
明
也
〈
積
極
的
な
徒
に
ば

る
。
人
見
知
り
も
な
ど
く
て
」
か
り
手
設
か
け
て
し
ま
い
、
積
均

と
、
と
て
も
心
訟
を
ヨ
に
議
じ
て
「
自
分
が
Y子
な
こ
ん
な
広
レ
て

お
ら
れ
よ
し
た
が
、
今
診
し
ま
っ
た
。
も
う
、

E

昼
、
と
て
も
明
る
い
¥
議
務
う
に
も
な
ら
な
い
a

」

喜

子

。

い

っ

た

い

凡

設

費

と

、

悦

ろ

め

た

い

語

Y
ち
ゃ
ん
レ
お
か
あ
さ
務
作
動
vふ
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
D

ん
と
の
間
に
何
が
起
こ
/
一
M
4
ム
1
~
さ
ら
に
Y
ち
ゃ
会
L
当

っ
た
白
で
し
ょ
う
か
。

d
域
総
穏
喝
た
っ
て
し
ま
う
と
い
っ

ち

ょ

っ

と

お

母

さ

ん

の

需

主

要

が

警

返

さ

話
笠
聞
い
て
み
i

ま
し
ょ
う
。
れ
て
き
た
の
亡
ず
。

「
電
話
し
た
院
は
、

ρで
も
悩
と
幻
お
母
さ
ん
は
、
ひ
と
つ
の

ん
で
い
た
ん
で
す
。
し
か
し
「
母
吋
確
信
』
が
も
て
た
こ
と
に
よ
D

輯
の
接
し
方
次
第
で
、
子
供
は
変
ゆ
と
り
を
も
っ
て
ず
ち
ゃ
ん
に
接

わ
る
』
主
一
百
わ
れ
た
ζ
と
ば
か
、
し
、
冒
r偽
擦
を
一
時
ち
切
る
こ
と
が

救
い
に
な
り
ま
し
た
。
お
父
さ
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
白
陰
に
は
、
お

に
協
力
を
ま
め
、
で
き
る
だ
け
Y

父
さ
ん
の
県
会
わ
た
議
も
大

子
に
構
っ
て
ら
ら
う
よ
う
仁
レ
、
さ
が
っ
た
と
怨
復
古
ぶ
れ
ま
す
。

。巡回日程 12月198己I()10時---15時県立高
訳高校/12月20日伐0 ・2:7日 C水)10---15碍日
産車体鞠/1月島臼仁月)10時 r-._，15時 市役所/
1 月10日切()1樺ト~15時日惑車悼開/1 月11

日仁木.，問時"'121時横綜臼践モ日点」閥・ 13時
~15時市長!Jtl院

V日{九んど協力品りがとうごとFいました~旬、~

八幡地区自治会932宏、第士見地底自治会本、
中原地区自治会682宏、車中原地区g:J治会54京、東
海大学208京、専売公社平塚ヱ場92:;本、平援なで
し己ライオYズクラブ55京、平壕しらさぎ三ライオ
ンズククブお本、平塚口}主」アクトクラブ106:本

献血者には、健緩管躍に

役立つ肝臓やコレステ

ロ「レなど 5種類の血
波検査す叩ピス在行っ

ているa

湾型顎L埜塑翠型空j
春の合自にまだ余燃があワます。お阜めに

お申し込みくださL、a

()漉殺使用料

年結婚式場、…∞OPJ

会披露軍合場 ..50人以下 "2，2∞円

80人以下 2，5uOf弓

市民1zンヂー議務長著すEL32-2235
京株鰭臼 毎週月曜白、祝祭自由主翌日
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